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研究成果の概要（和文）：　研究課題として設定した、①「大衆化」と「卓越化」との二律背反の相克、②高等
教育の「自由化」政策と大学のガバナンス、③大学評価の諸相、④教養教育とキャリア教育、⑤それらの全般的
背景としての高等教育改革の歴史的展開過程、という5つのテーマを軸に、日仏両国の比較研究を進めた。とり
わけ、中央集権的とされる日仏両国での高等教育のあり方の共通点と相違点や、19世紀末、第二次世界大戦後、
1960年代末、そして中心的課題である現代といった、大学界が大きな変化を見た時期における、日本およびフラ
ンスの高等教育改革のあり方の共通点と相違点等に、研究成果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）： We have conducted our comparative research on higher education reform in 
Japan and France focusing on the five themes we have set: (1) conflict of trade-off between "
popularization" and "excellence", (2) "liberalization" policy of higher education and the question 
of governance, (3) aspects of university evaluation, (4) relation between liberal arts education and
 career education, (5) the process of historical development of higher education reform as a general
 background of those. We were able to obtain research results, in particular, on the common points 
and differences of higher education in these two countries which are considered centralized state; 
on the common points and differences of the way of higher education reform in Japan and France at 
the end of the 19th century, after the World War II, at the end of the 1960s and especially in 
recent years.

研究分野：社会学、教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
 日本とフランスの高等教育はいま同じよ
うな問題を抱え、その困難はますます深化し
ている。両国の高等教育がともに直面してい
るのは、「大衆化」と「卓越化」という二律
背反的な課題に同時に対処することが求め
られるという課題であり、さらに、高等教育
において進行しつつある「グローバリゼーシ
ョン」の中で、それぞれの国のナショナルな
歴史や伝統を無視して行われる「世界の大学
ランキング」等に翻弄される様相も見られる。
そうした状況の中、「事前統制から事後評価
へ」という言葉に象徴的に示されるような自
由化を推進する方向性が政策として進めら
れ、各国、また各大学は、競争的な環境にま
すます置かれつつある。従来は「象牙の塔」
という言葉に象徴されるように、ともすれば
俗世間から一定の距離を置いて大学が研究、
教育を行うことも可能であったかもしれな
いが、そうした状況を過去のものとする、職
業教育への志向を求める動きや、産学連携と
いった声の高まりなども、近年の大学の変容
を示すものとして看過できない。 
各国は、新たな高等教育のあり方を求め、
改革を進めている。日本では 3期目の中期計
画が視野に入りつつある国立大学の法人化
や、機関評価の義務化がなされ、またフラン
スでも「大学の自由と責任に関わる法律（Ｌ
ＲＵ）」による大学の組織運営の変化や、新
たな評価機関としての研究・高等教育評価機
関（ＡＥＲＥＳ）の導入、研究・高等教育拠
点（ＰＲＥＳ）の具体化等に示される大きな
変革の動きが見られる。 
本研究では、こうした、高等教育をめぐる
近年の大きな変化を踏まえ、そこで進められ
ている諸改革について、あらためてその意味
やそこに含まれる諸問題を検討していくこ
とを目指す。高等教育や研究体制が時代に即
して改革を進めていくことは確かに必要で
あろうが、同時に、それらの真にあるべき姿
を求めていくこともまた必要であろう。本研
究では、こうした大きな枠組みを念頭に置き
ながら、具体的な諸問題に関する考究を進め
ていきたい。両国の高等教育の歴史を踏まえ
ながら、とりわけ 2000 年代以降の改革がど
のような変化をそれぞれの高等教育システ
ムにもたらしているかを分析し、今後の大学
のあるべき姿へのより確かな展望を拓きた
い。 
 
２．研究の目的 
 2000 年代以降の日本とフランスにおける
高等教育改革を、それぞれのシステムの歴史
と構造を踏まえながら比較する。今日の高等
教育の普遍的な困難さは様々な次元におい
て見出すことが可能であるが、本研究ではそ
うした諸困難とそれへの対応の諸相を具体
的に明らかにするために、研究を進めていく
主たる軸として、①「大衆化」と「卓越化」
との二律背反の相克、②高等教育の「自由化」

政策と大学のガバナンス、③大学評価の諸相、
④教養教育とキャリア教育、⑤それらの全般
的背景としての高等教育改革の歴史的展開
過程、の５つを設定する。こうした考察を踏
まえて、近年の大学改革の論理とそこから生
じ得る諸問題とを明らかにし、さらには単な
る状況把握に留まることなく、高等教育の本
質的な意味をあらためて問い直すことを目
指す。 
 
３．研究の方法 
 ①「大衆化」と「卓越化」との二律背反の
相克、②高等教育の「自由化」政策と大学の
ガバナンス、③大学評価の諸相、④教養教育
とキャリア教育、⑤それらの全般的背景とし
ての高等教育改革の歴史的展開過程、の５つ
のテーマを軸に研究を深める。①は、理念的
ならびに歴史的な観点を含む大学論の検討
を踏まえ、これらを対照軸としながら今日的
様相の特徴を明らかにする。②は、政策的な
展開を明らかにした上で、現実の諸問題を具
体的に検討する。③は、制度ならびに実施プ
ロセス、結果の影響を特に取り上げる。④は、
両者の対比的な視点をもとに、大学教育のあ
り方そのものを考察する。⑤は、節目をなす
諸改革に特に注目し、今日に至る流れを理解
する。いずれのテーマも、文献研究とともに、
フランスのアレゼールとの議論や、日仏の大
学人や教育行政担当者との対話等を通じて、
「制度」のレベルにとどまらない「実態」の
レベルでの解明を行っていく。 
 
４．研究成果 
 研究開始当初の背景、研究の目的、研究の
方法に記した内容を踏まえながら、本研究課
題の研究に 3 年間取り組んできた。この間、
論文、学会発表、図書といった形で、下記に
示されているような研究成果を公表してき
ている。 
 本研究を通じて、日本とフランスの高等教
育の共通する困難な現状がまず明らかとな
った。例えば、「世界の大学ランキング」等
に象徴的に示される高等教育の「グローバリ
ゼーション」の動きの中で、フランスでは研
究・高等教育拠点（ＰＲＥＳ）あるいはその
後継の大学・機関共同体（ＣＯＭＵＥ）とい
った形で、高等教育・研究機関の国際的なプ
レゼンスを高めようとする動きが見出され
る。また日本でも、ランキングの指標も意識
しながら、例えば留学の派遣・受入を増加さ
せると称する施策が打ち出されてきている。
また、職業教育、産学連携や社会実装といっ
た言葉で、教育研究の応用的な局面がますま
す強調されている。本研究では、具体的な側
面に着目しながら、こうした新たな方向性に
よって両国の高等教育が変容を遂げつつあ
る様相の一端を明らかにすることができた。 
 また本研究では、日本およびフランスの国
際比較という観点から研究を進めていくこ
とによって、インパクトのある重要な成果を



得ることができた。日本においては国際的な
比較を行う際には、英米といったアングロサ
クソンがまず注目されることが多いが、フラ
ンスのようなヨーロッパの大陸側の国を比
較研究の対象とすることは、アングロサクソ
ン諸国とは異なる大学のあり方を考えてい
くためにも非常に重要である。また日本およ
びフランスは中央集権的な国として一般に
把握されるが、そうした共通性とともに、両
国の相違を明らかにすることは日本の大学
改革の特徴を一層明らかにするために有効
である。特に、19 世紀末、第二次世界大戦後、
1960 年代末、そして現代といった、大学界が
大きな変化を見た時期における、日本および
フランスの共通点と相違点を明らかにして
きたことは、本研究の成果である。 
 2017 年 2月には、フランスから 3名の研究
者を招聘して、3 年間の研究を締めくくるも
のと位置づけられる国際シンポジウムを2回
開催した。両シンポジウムでは、日本の私立
大学について、大学のガバナンスについて、
大学の理念、エリートと社会科学、日仏高等
教育比較の意義、高等師範学校への歴史的な
視点、知識人と大学、1960 年代末の大学闘争
の今日的意味等、多様な観点から議論を展開
することができた。 
 本研究を通じて、日仏両国における近年の
高等教育の変容の様子を明らかにすること
ができた。時代に応じて高等教育や研究体制
の改革を進めていくことは確かに必要であ
ろうが、同時に、それらの真にあるべき姿を
求めていくこともまた必要であるというこ
とがあらためて確認された。今後も、こうし
た大きな枠組みを念頭に置きながら、具体的
な諸問題に関する考究を進めていきたい。さ
らに、両国の高等教育の歴史を踏まえながら、
とりわけ 2000 年代以降の改革がどのような
変化をそれぞれの高等教育システムにもた
らしているかをより深く分析し、本研究の成
果を踏まえつつ、今後の大学のあるべき姿を
いっそう探究していきたい。こうした研究を
進めていくためには、目の前にある現象とし
て近年の諸動向をとらえるだけでなく、歴史
的な展開の中に位置づけて理解する視点が
重要であり、大学のあるべき姿としての理念
的な観点とともに、日仏両国の高等教育の改
革の過程を理念的・歴史的な観点を持ちなが
らとらえ直していくことがより必要となる。
こうした研究を今後も進めていきたい。 
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